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パナワンの免疫調節作用 

富山大学・和漢医薬学総合研究所・病態生化学分野  

教授 済 木 育 夫 

 

  若い世代のアレルギーや中高年者の生活習慣病の予防、冷え症、易感染性

の軽減を目的に、医薬品「パナワン」がオリジナルブランド医薬品開発研究会

によって開発された。パナワンは、免疫賦活作用を持つ漢方薬である十全大補

湯の基本構成生薬 6 種に、一般滋養強壮薬として汎用されている大蒜（にんに

く抽出成分）、蛇床子、牛黄を配合し、さらに厚生労働省で胃腸薬として認めら

れている生薬である厚朴と延胡索が加えられたものである。 

 免疫反応を増強させるリンパ球であるヘルパーT細胞（Th）は Th1 と Th2 細

胞に分化し、それらによって形成される免疫バランス（すなわち Th1/Th2 バラ

ンス）は免疫制御の中枢を担っている。IFN-γ、IL-2、および lymphotoxin を産
生する Th1 細胞は、マクロファージ、細胞傷害性 T 細胞、natural killer（NK）

細胞を活性化し細胞性免疫を担っている。一方、Th2 細胞は IL-4、IL-5、IL-6、

IL-10、IL-13 を産生し、B細胞の分化・増殖、IgE 抗体産生など液性免疫を制御

している。Th1 と Th2 のそれぞれの細胞が産生するサイトカインには調節機構 

(cross-regulation) が存在し、Th1 サイトカインである IFN-γ は Th2 細胞の増
殖やサイトカイン産生を抑制し、IL-4 による IgE 産生応答を阻害する。 

 

自然免疫と獲得免疫 
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Th1 型免疫病として、
糖尿病、肝障害、移植片対宿主反応等

Th2型免疫病として、
喘息やアト ピー性皮膚炎等
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逆に、Th2 サイトカインである IL-4 は Th1 による IFN-γ の産生を阻害し、マク
ロファージを不活性化させる。したがって、一度免疫バランスが崩れ出すとそ

の偏向はどんどん増幅され、それが免疫系の破錠につながる。Th1 型免疫病とし

て糖尿病、肝障害、移植片対宿主反応等が、Th2 型免疫病の代表として喘息やア

トピー性皮膚炎等が挙げられる。 

  本研究では、このパナワンの免疫機能の調節作用について紹介する。 

 

正常マウスの脾細胞からの Th1 と Th2 サイトカイン産生に及ぼす影響 

 正常マウスの脾細胞をマイトジェン刺激することによるサイトカイン産生

に及ぼすパナワンの経口投与の効果を検討した。その結果、パナワンは脾細胞

を Con A 刺激することにより誘導される Th1 サイトカインである IFN-γの産生を
増強した。一方、Con A 刺激による Th2 サイトカインである IL-4 の産生にはほ

とんど影響が認められなかった。 

DNP 免疫マウス脾細胞からの Th1 と Th2 サイトカイン産生に及ぼす影響 

 次に、DNP-KLH + Alum でマウスを免疫し、あらかじめ Th2 優位にシフトさ

せたマウスにおけるパナワンの経口投与の効果を検討した。パナワンは、脾細

胞を抗原刺激することにより誘導される IFN-γ産生を、対照群と比較して有意に
増強したが、IL-4 産生は有意に抑制した。したがって、Th2 優位にシフトした

状態に対して Th1 側へシフトし改善する作用があることが明らかとなった。 

抗原特異的な脾細胞増殖能に対する効果 

 抗原特異的な脾臓細胞の増殖は、免疫賦活化において必須である。DNP-KLH 

+ Alum で免疫したマウスから調製した脾細胞を in vitro で抗原刺激し、増殖誘

導を行った。パナワンの経口投与は抗原特異的な増殖を有意に増強した。 

 

以上のように、免疫系に対する富山オリジナルブランド医薬品パナワンの効

果について、T リンパ球に焦点を当てて解析した結果、Th1/Th2 バランスを Th1

側へシフトさせ、細胞性免疫を増強する作用を有することが明らかとなった。

したがって、感染症に対する抵抗力の増強や腫瘍免疫の増強などの効果が期待

されるとともに、Th2 細胞に対しては抑制的に働くことから、アレルギー症状の

改善などの効果も期待される。今後、種々の病態モデルでさらに検討すること

が必須であると思われる。  
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